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文化財の防災計画に関する調査研究（①修 02-06-1/5） 

 
目  的 
阪神淡路大震災などの大地震で被害を受けた文化財は数多く、また、1998（平成10）年の台風 7号による
倒木の被害を受けた室生寺五重塔など、自然災害による文化財の被害の甚大さは記憶に新しい。本研究は、

地震や台風などの自然災害から文化財を守るために必要な情報を、地理情報システム（GIS）を用いてデータ
ベース化し、それを分析することで災害予測を行う。また、災害時の文化財救済活動や被災文化財の応急修

復方法の確立も目的としている。 
 
成  果 
本年度は、GISを用いた文化財防災情報システムの開発、阪神淡路大震災や新潟県中越地震において被災し
た文化財建造物の追跡調査及び文化財の防災計画に関する研究会を行った。 
（1）現在までに作成した災害による毀損文化財建造物データベースを用い、GISによる文化財防災情報システ
ムの開発を行った。本システムでは、震源や自治体毎の震度などの災害基本情報とあわせ、毀損文化財との相

関が分かり易く表示できるようにした。また、平常時にも使えるシステムを目指し、修復履歴の入力・閲覧も

可能とした。 
（2）2007（平成 19）年 1月 29日、東京文化財研究所セミナー室にて「第 3回文化財の防災計画に関する研
究会―震災から美術工芸品を守る―」を開催した。第 2 回研究会で、主に文化財建造物の震災被害や修復に
関する話題を提供したのに対し、今回は、文化財救援や所蔵施設の危機管理を取り上げた。 
（3）昨年度開催した第 2回研究会の報告および総合討議をまとめ、報告書『文化財の防災計画に関する研究 
第 2回研究会―震災から文化財をまもる―』を刊行した。 
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